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第
２
回
目
は
平
成
２２
年
１１
月
２８

日（
日
）に
西
紀
町
立
体
育
館
に
て

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

第
１
回
と
同
様
年
代
別
に
班
に
分

か
れ
、こ
れ
も
ま
た
、歳
甲
斐
も
な

く
景
品
を
目
指
し
て
熱
心
に
戦
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
終
了

後
に
表
彰
式
を
兼
ね
て
の
忘
年
会

を
開
催
し
ま
し
た
。汗
を
か
い
た
後

の
ビ
ー
ル
は
格
別
に
美
味
し
く
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

第
３
回
目
は
平
成
２２
年
２
月
２２

日（
火
）に
臨
時
総
会
終
了
後
に
過

去
２
回
の
全
体
例
会
を
振
り
返
り
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
３
回
の
全
体
例
会
を
通
し
、た
く

さ
ん
の
部
員
の
方
と
の
繋
が
り
と
絆

が
生
ま
れ
と
て
も
中
身
の
あ
る
事

業
が
出
来
ま
し
た
。

（
細
川
通
生
）

 

で
あ
り
、若
手
経
営
者
が
い
る
中
小

店
は
重
要
な
地
域
資
源
で
あ
る
等

の
講
和
が
あ
り
、参
加
し
た
約
５０
名

の
部
員
は
熱
心
に
受
講
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
を
開
催
し
た
こ

と
に
よ
り
、個
々
の
事
業
の
発
展
が

地
域
の
と
って
も
重
要
で
あ
る
事
を

再
認
識
す
る
と
と
も
に
、今
後
も
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。

●
全
体
例
会

　

今
年
度
は
、青
年
部
員
同
士
の
交

流
を
よ
り
一
層
深
め
る
こ
と
で
組
織

強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

全
体
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
は
平
成
２２
年
５
月
３０

日（
日
）に
ハ
イ
マ
ー
ト
佐
仲
に
て
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、年
代
別
に
全
８
班
に
分

か
れ
て
の
綱
引
き
と
玉
入
れ
大
会

を
行
い
み
ん
な
歳
甲
斐
も
な
く
？

本
気
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。ま
た
、

Ｂ
Ｂ
Ｑ
も
行
い
親
睦
を
深
め
る
だ
け

で
な
く
青
年
部
活
動
や
事
業
に
つい

て
も
熱
く
語
り
合
い
、大
変
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

つい
て
熱
弁
を
振
る
い
ま
し
た
。

　

な
お
、審
査
の
結
果「
優
秀
賞
」

を
受
賞
し
県
連
合
会
並
び
に
県
青

年
部
連
合
会
会
長
よ
り
表
彰
状
並

び
に
、表
彰
盾
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。●

研
修
会

　

平
成
２２
年
１１
月
２
日（
火
）篠
山

商
工
会
館
に
て
サ
ト
ー
カ
メ
ラ
㈱
の

佐
藤
勝
人
氏
を
講
師
に
招
き『「
一

点
集
中
」で
中
小
店
は
必
ず
勝
て
る

〜
得
意
な
商
品・サ
ー
ビ
ス
に「
一
点

集
中
」し
て
売
り
ま
く
れ
！
』を

テ
ーマ
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
の
内
容
は
、事
業
主
は「
自

社
商
品
の
価
値
」を
理
解
し
て
販
売

す
る
こ
と
が
商
品
販
売
の
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と

　

次
に
顧
客
の
思
想
や
消
費
動
向

を
自
ら
の
足
を
使
って
理
解
す
る
こ

と
で
、商
圏
内
の
顧
客
を
取
り
組
む

こ
と
が
、大
き
な
武
器
と
な
る
。

　

そ
し
て
、地
域
の
中
小
店
が
力
を

取
り
戻
す
こ
と
は
、地
域
に
と
っ
て

非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　

地
域
の
中
小
店
は
雇
用
や
地
域

の
税
収
や
文
化
を
守
る
に
も
必
要

●
主
張
発
表
大
会

〈
丹
波
篠
山
地
区
〉

　

平
成
２２
年
４
月
２３
日（
金
）に
丹

波
市
商
工
会
春
日
支
所
に
て
丹
波

篠
山
地
区
商
工
会
青
年
部
主
張
発

表
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

篠
山
市
商
工
会
青
年
部
の
代
表

と
し
て
３
名
が「
青
年
部
活
動
に
参

加
し
て
」を
テ
ー
マ
に
日
頃
の
青
年

部
活
動
を
通
じ
て
得
た
事
例
や
、事

業
を
通
じ
て
個
々
の
熱
い
思
い
等
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

発
表
し
た
方
々
は
、緊
張
し
な
が

ら
も
、そ
れ
ぞ
れ
が
熱
い
思
い
を
伝

え
満
足
感
と
誇
ら
し
げ
な
表
情
で

し
た
。

　

な
お
、前
中
陽
平
氏
が
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
丹
波
地
区
代
表
と
し

て
、県
大
会
へ
進
む
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

〈
県
大
会
〉

　

平
成
２２
年
７
月
５
日（
月
）に
新

温
泉
町「
夢
ホ
ー
ル
」に
て
、兵
庫
県

商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

丹
波
篠
山
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し

て
、前
中
陽
平
氏
が
出
場
し「
青
年

部
活
動
に
参
加
し
て
」を
テ
ー
マ
に

「
わ
い
わ
い
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
」の
内
容

を
報
告
し
、青
年
部
が
地
域
に
根
ざ

し
た
活
動
を
行
う
事
の
重
要
性
に

　

丹
波
篠
山
地
区
代
表
と
し
て
、

篠
山
市
商
工
会
青
年
部
チ
ー
ム
が

出
場
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
戦
で
は
、神
河
町
商
工
会

青
年
部
と
対
戦
し
、軽
快
な
守
備

と
好
打
線
の
よ
り
見
事
に
勝
利
し

ま
し
た
。

　

次
の
第
２
回
戦
で
は
、因
縁
の
ラ

イ
バル
加
東
市
商
工
会
青
年
部
と
の

戦
い
に
期
待
が
膨
ら
み
ま
し
た
が
、

気
ま
ぐ
れ
な
天
候
に
よ
り
試
合
は

中
止
と
な
り
、く
じ
引
き
で
の
勝
敗

を
決
め
る
事
と
な
り
、ま
た
残
念
な

が
ら
４
対
７
と
う
い
う
結
果
と
な
り

涙
を
の
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
チ
ー
ム
は
年
齢
層
も
若

く
勢
い
の
あ
る
チ
ー
ム
で
結
成
し
て

お
り
、皆
が
期
待
し
、１
勝
す
る
毎

に
勝
利
へ
の
意
識
も
高
ま
り
、団
結

力
も
強
ま
って
い
た
だ
け
に
、個
々
が

大
変
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
思
わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、他
の
青
年
部
と
の
交
流

も
深
ま
り
、大
変
有
意
義
な
時
間

が
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

次
年
度
は
、今
大
会
の
悔
し
い
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
県
大
会
優
勝
を

目
指
し
て
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

（
内
藤
大
智
）

　
●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

〈
丹
波
篠
山
地
区
大
会
〉

　

平
成
２２
年
７
月
１０
日（
土
）篠
山
市

営
今
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、丹
波
篠
山

地
区
商
工
会
青
年
部
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

篠
山
市
か
ら
は
４
チ
ー
ム
、丹
波
市

か
ら
は
６
チ
ー
ム
の
合
計
１０
チ
ー
ム
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
豊
か
な
ユニ
ホ
ー
ム

を
身
に
ま
と
い
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

　
プ
レ
ー
中
は
、日
頃
の
仕
事
を
忘
れ

る
程
に
熱
中
し
真
剣
な
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、普
段
見
せ
る
こ
と
の

な
い
俊
敏
な
プ
レ
ー
で
歓
声
が
沸
き

あ
が
っ
た
り
、珍
プ
レ
ー
で
笑
い
が
起
っ

た
り
と
、爽
や
か
な
汗
を
流
し
、和
や

か
な
雰
囲
気
で
楽
し
む
事
が
出
来
ま

し
た
。丹
波
市
商
工
会
青
年
部
と
も

交
流
が
深
ま
り
お
互
い
に
充
実
し
た

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

な
お
、健
闘
の
結
果
、篠
山
市
商
工

会
青
年
部
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、平
成
２２

年
１０
月
に
姫
路
市
夢
前
町
で
開
催
さ

れ
た
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

〈
県
大
会
〉

　

平
成
２２
年
１０
月
３
日（
日
）姫
路
市

夢
前
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
て
、待
ち
に

待
った
県
商
工
会
青
年
部
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
、県
各
地
の
代
表
１０
チ
ー
ム

が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
デ
カ
ン
シ
ョ
祭

　
　
青
年
部
売
店
出
店

　

暑
い
。と
に
か
く
暑
い
。今
年
も

やって
き
た
、丹
波
篠
山
の
熱
い
祭
り
。

デ
カ
ン
シ
ョ
祭
。

　

今
年
も
が
っつ
り
地
域
貢
献
す
る

ぞ
！
と
バ
ザ
ー
出
店
し
た
。フ
ラ
イ
ド

ポ
テ
ト
、か
ら
揚
げ
、イ
カ
焼
き（
こ
れ
は

う
ま
い
！
）冷
た
い
ジュー
ス
で
あ
る
。

　

毎
年
で
あ
る
が
、人
の
読
み
が
出

来
な
い
。ど
れ
ぐ
ら
い
仕
込
め
ば
い
い

か
？
開
催
曜
日
、天
候
な
ど
委
員
メ

ン
バ
ー
と
す
っ
た
も
ん
だ
し
て
決
定
し

た
数
量
。発
注
し
た
ら
そ
れ
ま
で
、売

り
切
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。当
日
、

山
の
よ
う
な
ポ
テ
ト
、か
ら
揚
げ
、モ

ン
ゴ
イ
カ
を
入
荷
。青
年
部
メ
ン
バ
ー

が
お
の
お
の
着
々
と
準
備
す
る
。流

石
商
売
人
で
あ
る
。手
馴
れ
た
も
の

だ
。紙
パッ
ク
を
整
形
、お
つ
り
を
確

認
、フ
ラ
イ
ヤ
ー
に
油
を
注
ぐ
、解
凍

を
促
す
、イ
カ
を
切
る
な
ど
な
ど
。

　

懸
念
で
あ
っ
た
、揚
げ
物
係
り
が

油
ま
み
れ
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、

部
長
の
取
り
計
ら
い
で
エ
プ
ロ
ン
を
つ

く
っ
た
。み
ん
な
着
用
し一体
感
が
生

ま
れ
た
。支
部
が
１
つ
の
青
年
部
に

な
る
瞬
間
で
あ
る
。「
か
ら
揚
げ
５

つ
」「
い
ら
っ
し
ゃ
い
、あ
げ
た
て
で
き

て
る
で
！
」元
気
の
い
い
や
り
取
り
で

あ
る
。が
必
死
で
あ
る
。売
れ
る
と

き
に
売
ら
な
け
れ
ば
商
品
の
残
に

な
る
。フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
火
力
は
Ｍ
Ａ
Ｘ

で
あ
る
。

　
「
ド
ン
、ド
ン
」花
火
の
時
間
が
く

る
。み
ん
な
が
空
を
見
上
げ
一
体
と

な
る
と
き
で
あ
る
。し
ば
し
休
憩
。

「
き
れ
い
や
な
〜
」と
、あ
と
一
踏
ん

張
り
。や
ぐ
ら
の
周
り
で
総
踊
り

「
さ
ー
帰
り
の
土
産
売
り
込
み

や
ー
」ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
。と
天
気
も

良
く
２
日
続
け
て
完
売
で
き
た
。メ

ン
バ
ー
み
ん
な
の
力
の
結
集
で
あ
る
。

ひ
と
つ
の
青
年
部
に
な
る
序
章
で

あ
る
。

（
高
橋
隆
治
）

商
工
会
青
年
部
活
動
報
告

商
工
会
青
年
部
活
動
報
告

　本年度は、平成２２年５月３日に三の丸広場において、昨年度は充電し
ておりました「黄金市」とういうフリーマーケットを開催しました。
　当日は古着、雑貨、骨董品など４３のブースが出店し、来場者数も
約３００0人と、初夏の好天に恵まれ大盛況となりました。

　また、平成２２年８月１５日・１６日真
夏の篠山城跡周辺にて「第５８回丹波
篠山デカンショ祭」を開催しました。
　三の丸広場の巨大木造ヤグラを中
心に「踊りの祭典」にふさわしく競演
会、Ｊr競演会、総踊りと２日間にわた
り、大変盛り上がりました。
　また、夜空を演出する、打ち上げ花

火にも来場者から感嘆の声があがり、心に「夏のページェント」をつづり
ました。
　そして、平成２３年１月２９日には「第８
回いのしし祭」を開催しました。
　篠山のド真ん中をいのししが走る「ドド
ドいのしし猛レース」「丹波ーガー」「い
のししの丸焼き」「丹波篠山冬の大抽
選会」また、食会場での市内各店の出
店により、「雪の多い冬」を暖める１日
でした。
　今年度も皆様のご協力ご支援により、充実した活動が出来た事を心よ
り厚く御礼申し上げます。

石田 智志

　平成22年7月27日 ハイマート佐仲(小
坂）にて、市内小学生を対象とした職業体
験イベント「夏だわいわいフェスティバル
★キッズワールド丹波篠山」を開催しました。
　このイベントは子ども達に、仕事の厳し
さや、楽しさに触れながら、地元の産業を
知って貰おうと2年前から取り組んでいるものです。
　農業や陶芸家など、10種類の職業ブースの中から子ども達は、思い
思いの職業を選び、与えられた【仕事】に励みました。
　自動車整備ブースで、本物の自動車のタイ
ヤを4人がかりで脱着する女の子や、黄色い
ブカブカのヘルメットを着て、土木作業ブー
スの転圧機を操縦する男の子達。ハラハラし
ながら見守る講師役の部員も、働く子ども達
も、皆「真剣」そのものでした。

　中でも、建築
業ブースの「ミニチュアハウス製作」は、
高さ1.8メートル、広さ6平米の小屋を、
本職さながらの施工方法で建築するとい
う大掛かりなもの。実際に棟があがり、
屋根が乗った瞬間、会場は大きな歓声に
包まれました。

　記録的な猛暑の中、集まってくれた児童145名と、イベント運営を手
伝ってくれた中学生30名。暑さも忘れるほど楽しい一日でした。

田中 賢治

　今田支部の平成２２年度事業は、夏に行われた「陶と灯の夏まつり」と秋
の「陶器まつり」を中心に活動しました。
　２年目となる「陶と灯の夏まつり」は、今田ま
ちづくり協議会・今田青少年健全育成推進協議
会と連携。また、こんだ薬師温泉ぬくもりの郷・
丹波立杭陶磁器組合・各支部のご協力を頂きな
がら今田町民が一体となった夏まつりを開催致
しました。当日は予想をはるかに上回る(1,000
人以上)お客様にお集まりいただきました。各種ステージイベントに加え、夜
店・丹波焼陶灯・丹波焼風鈴が会場の雰囲気を演出。フィナーレには夏の夜
空を大輪の花火が咲き乱れ、夏まつりは大成功を収める事が出来ました。
これも各団体がひとつにまとまった結果だと思います。各関係者様に厚く御
礼を申し上げます。

　秋には恒例の「陶器まつり」が開催されまし
た。今年も名物の焼餅とつきたて餅を使った黒
豆入りぜんざいを販売させていただきました。事
前作業から部員みんなで取り組み、大変では
ありますがやりがいがありました。２日間共晴天
に恵まれ、たくさんのお客様にお越しいただき

ました。誠にありがとうございました。
　事業を行っていく中で、様々な出会い・経験を重ね、たくさんの勉強をさせ
ていただき感謝しております。我々、今田支部は部員数減少と言う難題を抱
えておりますが、商工会事業を通して部員間の結束を深め、今後もより一層
の努力をして地域の振興・発展に努めてまいりたいと思います。

後藤 淳史

　今年で３回目となった「秋の花火大会」を今年は「感謝祭」と位置付け、丹南
地区の皆様への日頃のご愛好への感謝のキモチを込めてイベントを開催させて
頂きました。
　今回は、「子どもの笑顔」をテーマに縁日や魚釣りの新企画も取り入れ、花火
でフィナーレを演出し、地域の皆様が家族で楽しめるイベントにしようと部員み
んなで協議を重ねました。
　「真剣に考えた。」とは言うものの開催当日までは、「実際にお客さんが来てく
れるのか？」や「子ども達が楽しんでくれるのだろうか？」ととても不安でした。し
かし、イベントが始まり、多くのお客様に来場頂く様子や、縁日や魚釣りにたくさ
んの子ども達が楽しむ様子を目にする度に不安感は薄れ、フィナーレの花火が

終わった後の来場者からの「アンコール」の声を聞いた時に
は「自信」に変わり、私たちの予想を超えて大盛況に終える
事ができました。
　何よりこのイベントを通じて来場者と共に青年部員が楽し
め、部員個々からは「地域の方々と会話ができた。」や「子ど
も達と楽しく触れ合えた。」などコミュニケーションが図れた
という声が多く上がりました。

大きなイベントではありませんが、アットホームな
イベントの長所を残しつつ、来年も「感謝のキモ
チ」が伝えられる方法を部員全員で検討し、バー
ジョンアップをして開催したいと考えております。
　最後に、このイベントを昨年以上のものにする
ために、青年部丹南支部では茶まつり、味覚・商工
まつりにおいての出店内容を見直し、「特製おで
ん」を販売した結果、収益性を高め、来場者に昨
年以上の感動を伝える事ができたと実感しております。
　当日会場に来て頂いた方、会場を提供頂いた味間奥自治会の皆様、ご協賛頂
きました企業の皆様、消防団の皆様、さらに各地のイベント出店の際「特製おで
ん」をご購入頂いた皆様に篠山市商工会青年部丹南支部一同、大変感謝してお
ります。「ありがとうございました。」

稲山 重之
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支部活動報告

小林信通氏

表彰される前中氏

前中陽平氏

追立義昭氏

黄金市・第58回デカンショ祭
第8回いのしし祭

ドカンっと一発感謝祭

夏だわいわいフェスティバル
★キッズワールド丹波篠山

★黄金市　開催日／平成22年5月3日　場所／三の丸広場　
★デカンショ祭　開催日／平成22年8月15・16日　場所／篠山城跡周辺
★いのしし祭　開催日／平成23年1月29日　場所／篠山城跡周辺

★感謝祭　開催日／平成22年11月13日　場所／味間奥（茶の里会館周辺）

★夏だわいわいフェスティバルキッズワールド丹波篠山
　　　　　開催日／平成22年7月27日　場所／ハイマート佐仲

陶と灯の夏まつり
陶器まつり
★陶と灯の夏まつり　開催日／平成22年8月13日　場所／ぬくもりの郷 P
★陶器まつり　開催日／平成22年10月16,17日　場所／陶器市会場

＜第一回全体例会＞

＜第二回全体例会＞＜第三回全体例会＞


